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カ リキ ュ ラム 研究 の現在

松 　下 　佳　代
＊

1 ．カ リキ ュ ラ ム の 概念 と本稿 の 射程

　本稿で は 、 最近約十年間 （1995年〜）に 、 主 と

して わが 国で 刊 行 さ れたカ リキ ュ ラ ム 研究 に 関す

る 論考 の レ ビ ュ
ーを行 い な が ら、「カ リキ ュ ラム研

究の現 在」の姿 を浮 か び上が らせ た い 。

　 そ もそ もカ リキ ュ ラ ム とは何 な のか 。 その 問 い

自体が 、 1960年代後半以 降の カ リキ ュ ラ ム 研究の

焦点 の 一
つ で あ っ た 。 田 中 （1999）に よ れ ば、カ

リキ ュ ラム の 概念 は、ジ ャ ク ソ ン （Jackson， 1968）
の 「ヒ ド ゥ ン ・カ リキ ュ ラ ム 」概念な ど の 提起 を

受 けて 、「教育計 画 とし て の 教 育課程」か ら 「学習

経験 の 総体 」へ と拡張 され た と い う。〈顕在 的一潜

在 的〉、〈教 え る側
一

学 ぶ 側 〉 と い う軸 を立 て る と

す れ ば 、 「教育課程」が 前者 （顕在的な、教 えられ

る 内容 ）の み を指 して い る の に対 し、「学習経験 の

総体」 に は両方 と もが含 まれ る こ と に な る 。 さ ら

に 、
パ イ ナ

ー
（W ．F．　Pinar）を は じめ とす る再概

念主義者 た ち は、そ こ に 学 習 者 の 個 人誌 （auto −

biography）と い う視点を加 え た 。 佐藤 （1996）に

よ る 「学び の 経験 の 履歴 」 と い うカ リキ ュ ラ ム の

再定義 は そ の 影響 を受 けて な さ れ た も の で ある 。

　 「教育 計画 と して の 教育 課程 」か ら 「学習経験 の

総体」「学 びの 経 験の 履歴」 へ と い う拡張 は また 、

カ リキ ュ ラ ム の重層性 とい う見 方 を もた らす こ と

に もな っ た 。 例 えば、田 中 （2000）は 、  「制 度化

さ れ るカ リキ ュ ラ ム 」、   「計画化 され る カ リキ ュ

ラ ム」、  「実践 され る カ リキ ュ ラ ム 」、  「経験 さ

れ るカ リキ ュ ラ ム 」の 四 つ の レ ベ ル で 、 カ リキ ュ

ラ ム の 重層性 を整理 し て い る 。   は教育政策研究 、

  は学校研 究 、   は授業研 究 、   は評価研究 と境

界 を接 し て い る。

　 こ の よ うに 、今 日、カ リキ ュ ラ ム の概念 は きわ

め て 広 く、カ リキ ュ ラ ム 研 究 の 範 囲 も多 岐 に わ

た っ て い る 。 そ こ で 本稿で は、 こ の 十年あ ま りの

間に と りわ け大 きな変容 をみ せ た 領域 と して 、 「カ

リキ ュ ラ ム の パ ラ ダイ ム 」「カ リキ ュ ラ ム の 類別 と

分節化」 「カ リキ ュ ラ ム の 評 価 と マ ネ ジ メ ン ト」の

三 つ を 取 り上 げ 、 そ こ に 焦 点 を あ て な が ら レ

ビ ュ
ーを進 め て い くこ と に した い 。

2 ．カ リキ ュ ラ ム の パ ラ ダイム

（1）転 換 か複数化 か

　 カ リキ ュ ラ ム 概念の 再定義は 、カ リキ ュ ラ ム の

パ ラ ダ イ ム の 再 構築 を伴 うもの で あ っ た
。 千ペ ー

ジ以上 に 及 ぶ カ リキ ュ ラ ム研究史の 著作 の な か で 、

パ イ ナ ー ら （Pinar　et　al．
，
1995）は 、

カ リキ ュ ラ

ム 研 究 を、タイ ラ ー原理 （Tyler ，1949） に象徴 さ

れ る 「カ リキ ュ ラ ム 開発」 と、そ れ に 取 っ て 代わ

る 新 しい パ ラ ダ イム に 区分 けし、「カ リキ ュ ラ ム 開

発は 1969年に 死 ん だ」と、パ ラ ダイ ム の 転換 を宣

言 した 。 佐藤 （1996、 1999） や安彦 （1999） に よ

れ ぼ、新 し い パ ラ ダイム を構成す る研 究群 に は、

  社会学 の立場か らカ リキ ュ ラ ム に よ る社会化や

階層の 再 生産 な ど の メ カ ニ ズ ム を明 らか に し よ う

と す る研究 （ジ ャ ク ソ ン
、

バ ー ン ス テ ィ ン
、 ウ ィ ッ

テ ィ、グ ッ ドソ ン な ど）、  カ リキ ュ ラ ム の もつ イ

デオ ロ ギ ー性 、 政治性 、 権力性 を批判 的 に暴露 し

よ うとす る研究 （ア ッ プ ル 、ジ ル ー、マ ク ラ
ー

レ

ン な ど）、  現 象学を基礎 と し て カ リキ ュ ラ ム を再

概 念化 し よ う とす る研究 （パ イ ナ
ー、ヒ ュ

ーブナ
ー

な ど）、な どが あげ られ る 。 こ れ ら の 研 究 に よ っ て

引き起 こ さ れ た パ ラ ダイ ム の対立 は 、 例 え ぼ 、 〈モ

ダン VS ．ポ ス トモ ダ ン 〉、〈開発 VS ．批判 ・ 批評 〉、

〈実証 主 義 的 ・行動 主 義的 vs ．解釈 学 的 ・現 象学

的〉、〈技術 的 VS ．美的 ・倫理 的 ・政治 的〉、〈量的 VS ．

質的〉、 〈論理
一
科学的 vs ．物語的〉と い っ た図式で

表す こ と が で き よ う。

　 こ う し た 新 し い パ ラ ダイ ム や そ れ を構 成す る

個々 の研 究 は、1980年代以 降、わ が国の カ リキ ュ

ラ ム 研究 に 大 きな 刺激を もた ら し て きた 。 90 年代

半ばに は、カ リキ ュ ラ ム 研究に お け るポ ス トモ ダ

ン の 意味 を 問 う課題研究や シ ン ポ ジ ウ ム が関連学

＊ ま つ した　 か よ　　 京都大学
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会 で 企 画 され、著 作 も い くつ か 出版 さ れ て い る

（ア ッ プル ほ か 、1994 ；浅 沼ほ か 、1995）。 な か で

も 、 ア ッ プ ル （M ．W ．　Apple）の 「ポ リテ ィ ッ ク

ス （politics）」は、長 尾 （1995、1999）の 精力的 な

紹介 と状況分析へ の適 用 もあ っ て 、 カ リキ ュ ラ ム

研究 の 基 本概念 とな っ た 。 ポ リテ ィ ッ ク ス と は 、

「人 々 の 生活 の あ らゆ る領域 に お い て 権力が 行使

さ れ る様 々 な 過程 で あ り、また 力 に 差 の ある 諸 々

の 権力が そ れ ら の 領域 に お い て 織 りな す様々 な 関

係」 （ア ッ プ ル ほ か 、1994、49頁） の こ とで あ る 。

今や私た ち は 、 カ リ キ ュ ラ ム に お い て 「誰の 知識

が正 当化 さ れ るの か 」「誰 が利益 を得 る の か 」 に

ま っ た く無関心 で い る こ と は で き な くな っ た 。

　 そ の ほ か、個別 に み て い け ば、ジ ル
ー

（H ． A ．

Giroux）の 批判 的教育 学 を手が か りに 、本来近 代

的な性格 を も つ 学校教育の なか で ボス トモ ダ ニ ズ

ム が い か に し て 受容可 能か を問 い 、「大 きな物 語」

は否 定 され る べ き だ が 学校 の 教育理 念 と し て の

「物語 」は必要 で ある と主張 した上地 （1999）、「ゴ ー

ル ・フ リー評価 」 に つ い て 、それが 「目標 の な い

評価」で は な く 「あ らか じ め設 定 した 目標に は こ

だ わ らな い 評価」で あ る こ と を指摘 し、多元 的 な

視点 と事実認定の 重視 に よ る質的 な客観性の 方法

を明 らか に した 根津 （1998）、潜在的 カ リキ ュ ラ ム

の 概念を 、 潜在性 の 定義 、 効果の 定義 、 内容 の 分

類 と い う点 か ら整 理 した高旗 （1996） な どが 注 目

され る 。 澤 田 （2001、 2003） も 、 批判理 論を 中心

に ア メ リカ の カ リキ ュ ラ ム 研究の 動 向を伝え 、 わ

が 国の研 究 に 刺激 を与 え続 けて い る 。

　 また 、カ リキ ュ ラ ム の 概念が 厂学習経験の 総体」

「学びの 経験 の 履 歴」 へ と拡張 さ れ た こ と に伴 っ

て 、「実践 され るカ リキ ュ ラ ム」や 「経験 され る カ

リキ ュ ラ ム 」 をア ク シ ョ ン ・リサ ー
チや 参与観察

な ど に も とつ く質 的方 法に よ っ て 描 き出そ う と い

う研 究 も多 くな され る よ うに な っ て きた （本 山 、

1999 ；松 下、2000 ；秋 田、2005 ；島 田、2006）。

　70〜80年代に 新 し い パ ラ ダイ ム が 生 まれ 、そ れ

が以後 の カ リキ ュ ラ ム 研究 に大 きな影響 と変化 を

もた ら した と い う点に つ い て は 、多 くの 研究者 の

一致 す る と こ ろで あ る 。 しか し 、 90年代以 降の流

れ を振 り返 っ て み た と き、そ れ を 「パ ラ ダイム 転

換」 と整 理 す る の が 妥 当だ っ た か に つ い て は疑 問

が残 る 。 安彦 （1999）は、「ア メ リカ に は依然 と し

て カ リキ ュ ラ ム の 構 成 ・開発 の 流れ も明確 に あ り、
一面 的 に 見 る こ と は避 ける べ き で ある」（26 頁 ）と

い う。 現 に、タ イラ
ー原理 を源流 とす る カ リキ ュ

ラ ム 開発論 は、新た な パ ラ ダイ ム に 取 っ て 代 わ ら

れ る ど こ ろか 、 こ の 約十年の 間 に、教育の グ ロ ー

バ ル 化や ス タ ン ダー ド化 の 潮流の な か で 、学校段

階や 国 ・ 文 化の 差異 を越 えて ます ます 広 く浸透 し

て い る よ うに み え る 。

　 も っ と も 、 70〜80年代 に 華々 し く展開し た ポ ス

トモ ダ ニ ズ ム の カ リキ ュ ラ ム 研究 が 、「教師が 日々

苦 闘 して い る教室か ら遠 い 学界の 中で 洗練さ れ1、
理論 と実践 、研 究者 と教 師 との乖 離 を生 み 出 して

きた と い う反省 も、1990 年代 の 半 ばに は な さ れ る

よ うに な っ て い た （佐藤 、 1996、1999）。 ア ッ プル

も、日本カ リ キ ュ ラ ム 学会第 10 回大会記念講 演録

の な か で 次 の よ うに 述 べ て い る 。 「〈批判的カ リ

キ ュ ラ ム理 論 〉 は、〈カ リキ ュ ラム ・教 育方法 の 政

治学〉 が 実地 に移さ れ る べ き具体的な 教育実践 の

場面 で 、自 らを具現化 す る と い う段 に な る と、全

く途方 に暮れ て し ま うの で す 。
こ れ は悲劇的 な欠

陥で あ り、巧み な戦 略 に よ りこれ を埋 め合わせ る

こ とが 絶 対 に 必 要 で す 」 （ア ッ プ ル 、2000、 18

頁）。

　 こ うした状況 を ふ ま え れ ぼ、新た な パ ラ ダイ ム

が もた ら した も の は、パ ラダ イ ム の 「転換」 と い

うよ りも む し ろ 「複数化 」 と み な す方が 正 確 だ ろ

う。

  パ ラ ダイム の 接 近

　た だ し、近 年で は 、 競合す るパ ラダ イ ム の 問に 、

歩 み寄 りもみ られ る ように な っ て きて い る 。

一
例

を あげ よ う 。

　西岡 （2005）は、ウ ィ ギ ン ズ と マ ク タ イ （Wiggins

＆ McTighe
，
1998）に よ っ て 提案 され た 「逆 向き

設計」論の 意義 と課題 に っ い て 検討 し て い る 。 「逆

向 き設計」論 とは、  求 め られ て い る結果 を明確

に す る 、   承認 で き る証拠 （evidence ）を決定す

る、  学習 経験 と指導 を計 画 す る 、 と い う段 階 を

た ど っ て カ リキ ュ ラ ム をデ ザ イ ン し よ う と い う主

張で あ る 。 「逆 向 き設計 」論 の淵源 は、〈教育 目標

の 設定 → 教育経験 の 構成 ・組 織化 → 評 価の 計画〉

と い う合理 的な カ リキ ュ ラ ム 開発 を定式化 した タ

イラー原理 に あ る 。 まず評 価 か ら入 り、逆 向 き に

教育計画 を立 て て い くとい う点で は 、 タ イ ラ ー以

上 に 目的合 理的 ・効 率 主義的 で あ る よ うに す らみ

える 。

　 しか し、同時 に また 、 ウ ィ ギ ン ズ らの理論 は 、
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も う
一

方 の パ ラダイム の要素 も含 んで い る。例 え

ば、「理解 」に 深 さ の 層や 多様 な表 出の され 方が あ

る こ とに注 目して 、そ うした 理解をカ リキ ュ ラ ム

に 具体化 す る た め の 設計 原理 を提 案 した り、 また 、

理 解 の 発 達 を長 期 的 に と ら え る た め に 「ポ ー ト

フ ォ リオ 評価法」 を採用す る な どで あ る。
これ ら

は、学習経験 の 質 的 、 個 人誌 的 な側面 へ の 着 目と

み る こ とがで き る。

　 ウ ィ ギ ン ズ （G ．Wiggins） は か っ て 「エ ッ セ ン

シ ャ ル ・ス ク
ー

ル 連 盟 （Coalition　 of 　 Essential

Schools； CES ）」の評 価顧 問 を つ とめ た人物 で あ

り、安藤 （1997）や 遠藤 （2007）が 明 らか に した

よ うに、卒業認定 （評価）か ら 「逆 向き」 に教育

計 画 を立 て る と い う考 え方 は、CES の 共通 原則 に

な っ て い る 。 そ の
一

方 で 、 CES の 理 念 と実践 は 、

ア ッ プ ル ＆ ビーン の 『デモ ク ラ テ ィ ッ ク　 ス クー

ル 』 （1996）の な か で 紹介 され 、 ま た、佐藤 の 「学

びの 共 同体」論 の基盤 と もな っ て い るの で あ る （後

藤、2002 ；佐藤、2003＞。

　 CES の学校改革 とカ リキ ュ ラ ム づ く りが、こ の

よ うに 異質 なパ ラ ダイ ム に 立 つ 研 究 の 共通 の 源泉

とな っ て い る こ と は 、 「パ ラ ダイ ム の 接近」を示 す

事 実 と して 興 味深 い 。両方 の パ ラ ダイム に 共通 す

る舞台は 、 教室で 教師 と生徒 の 相互作 用 と して 「実

践 さ れ る カ リキ ュ ラ ム 」で あ り、また 、学校 と い

う単 位 で 、教 師 た ち の 手 で デザ イ ン さ れ る カ リ

キ ュ ラ ム で あ る 。

　 もっ とも、接近 して い る部分 が あ る と は い え、

も と も と の パ ラ ダ イ ム の 違 い を反 映 し て 、 カ リ

キ ュ ラ ム ・デザイ ン や カ リキ ュ ラ ム 実践 の 志向性

や形式 に はや は り対立 も色濃 くみ られ る 。 「開発志

向の カ リキ ュ ラ ム 」で は 、 公 的 な知識 （制度化 さ

れ る カ リキ ュ ラ ム） に対 す る批判 意識 は希 薄で あ

る。目標 は細か くリス ト化 され、 それ が授 業を通

じ て ど う達成 さ れた か を評 価 し、さ らに カ リキ ュ

ラ ム を改善 し て い くこ と に 焦点 が あて られ る。 こ

れ に 対 し、「批判 ・批 評 志 向 の カ リキ ュ ラ ム 」で

は 、公的な知識が 再構成 され 、 目標の リ ス ト化よ

り学習経験 の組織化 に力が注 が れ る 。 そ して 、カ

リキ ュ ラ ム実践 を、 そ の 学校 に独 自の 物語 と し て

記録 し、省察 す る こ とが 重視 さ れ て い る （こ の 対

立 に つ い て は、 4 で あ らた め て 論 及 した い ）。

　「パ ラ ダイ ム の 接近」は 「パ ラダイ ム の融合」を

意 味す る わけで は な い 。 複数 の パ ラ ダイム は、部

分 的 に は接近 し つ つ も 、 対 立 をは らみ なが ら、今

後 も多様 な カ リキ ュ ラ ム を生 み 出 して い くだ ろ う。

3 ．カ リキ ュ ラ ム の 類別 と分篩化

　 こ の 約十 年間 の 動 向 と し て 第二 に取 り上 げた い

の は、カ リキ ュ ラ ム の 「類別 （classification ）」と

「分節化 （articulation ）」に お け る変化で あ る 。 「類

別 」とは、周知 の と お りバ ーン ス テ ィ ン （B ．Bern−

stein ） の 用語 で あ り、諸 カ テ ゴ リー間の 分 離 ・疎

隔の 程度 を表 す概 念 で あ るが 、 こ こ で は、教育 内

容 の 分化 と統合 の 意 味に 限定 し て 用 い て い る 。 強

い 類 別 （C ＋）は教育内容 の分化 を意 味 し、弱 い 類

別 （C
−
）は教育内容の 統合 を意 味す る 。

一
方、「分

節化」は、異な る学校段 階問で カ リキ ュ ラム を ど

う区切 り、 ど う つ な ぐか と い う問題 で ある 。 清水

（2001）は 、

“

articulation
”

を 「あ る も の とあ る も

の をっ な ぐと同時 に 区別 す る と い う二 側 面、す な

わ ち っ な ぐ とい う連続 面 と区別 す る と い う不連続

面 を同時 に有 す る もの 」（19 頁）と して い る 。 「接

続」 と訳 さ れ る こ と も多い が 、本稿で は 、「連携」

「接続」「一貫 」な どの類似 の用語 を総称す る語 と

し て 「分 節化 」 を用 い る こ と に した 。

　言 っ て み れ ば 、 「類別」は ヨ コ の 区切 り とっ なが

りをさ し、「分節化 」はタ テ の 区切 りと つ なが りを

さ し て い る 。

（1）カ リキ ュ ラ ム の 類別

　
一

教育内容 の 分化 と統合
一

　 89 年学 習指 導要領 に お け る「生活科」、98 ・99年

学習指導要領に お け る 「総合的な学習 の 時問」の

新設 と い う状況 の な か で 、 こ の 間の カ リキ ュ ラ ム

研究 に お い て も総合学習や 旧来の 教 科 と異な る新

し い カ リキ ュ ラ ム 領域に つ い て の 検討が 精力的に

行 われ た 。 1995〜 2006 年 に 出された論 文 ・図書の

うち 「総合学習」 ある い は 「総 合的な学習」 を書

誌情報 に 含 む もの を、国立情報 学研 究所 の デー
タ

ベ
ー

ス で 調 べ て み る と、論文 を扱 う CiNiiで は 、

「総 合学習」が 2170 件 、「総 合 的 な 学習」 が 4507

件 、 図書 を 扱 う Webcat 　Plusで は、前 者が 321

件 、後者が 550件 に も及ぶ 。学術雑誌 に しぼ っ て

み て も、例 えぼ、 『カ リキ ュ ラ ム 研究 』で は、 1995

年以 降、 環境教 育（丸山 、
1995 ；高橋 ・村 Jir、 1995 ；

井 上 、1999 ；土 井、 2002）、死 の 教 育 （川 越、

1995）、 異文化理 解教育 （飯島 、 1997）・グ ロ ーバ

ル 教育 （木村、 1998）、食 の教育 （小倉、 2006）、

性教育 （木村、2007）な ど の 研究が 報告され て い
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る 。 また 、領 域 は特 定 し て い ない が 、テ
ーマ 学習

（高橋、1998）、カ リキ ュ ラ ム 統合 （寺 西、1998）

と い っ た カ リキ ュ ラ ム 編成 の あ り方 自体 を論 じた

も の もみ られ る 。

　 カ リキ ュ ラ ム 研究 を概観 した著作 に も、 こ うし

た新 し い カ リキ ュ ラ ム 領域が 登場 して い る 。 例 え

ば、安彦 （1999）で は 、旧版 （安彦、 1985）の 「科

学 とカ リキ ュ ラム 」の 章 に 代わ っ て 、「カ リキ ュ ラ

ム の総合的領域の研 究」の章が 設 け られ 、 国際理

解教育 （木村 、1999）、 情 報教育 （赤堀 、1999）、

環境教育 （市川、1999） が取 り上 げ られ て い る。

また 、グ ル ープ ・ディ ダク テ ィ カ （2000）で は 、

「子 ど もに と っ て 意味 あ る学習テ
ー

マ とは 」と い う

問 い の もとに 、環境、福祉、情 報 と い う三 っ の テ
ー

マ が 扱わ れ て い る 。 さ らに 、 田 中ほ か （2005） で

は、以 上 あげた もの の ほ か に 、「い の ち 、生 き る こ

と の 教育」（金森・村井、1996）、「市民 性教育」（小

玉 、
2003 ；折 出、2003）、「メ デ ィ ア ・リテ ラ シ ー

の 教育 」 （森 田 、2000 ；山内 、2003 ；上 杉、2004）

な どが レ ビ ュ
ーされ て い る 。

　だ が 、諸学 会の 年次大会 の シ ン ポ ジ ウ ム や 課題

研究の テ ーマ を見る限 り、総 合学習 や新 し い カ リ

キ ュ ラ ム 領域 へ の
一

時 の 熱気 は失 われた よ うに み

え る 。 例 え ば 、 日本教 育方法学会で は、1999〜2002

年 の 問は毎年 、「総合 的な学習」「総合 的学習」が

シ ン ポ ジウム も し くは課題研究の テ ーマ に取 り上

げ られ て い るが、それ 以降 は取 り上 げ られ て い な

い 。 本 学会 で も、「教 育課程改 革 の 課題
一

教科 の

統合 を中心 に　 」 と題す る課題研究が もた れ た

の は 1997 年 で ある 。

　 こ こ で も 、 カ リキ ュ ラ ム 研 究 の 動 向は教育課程

政策の動 き と無関係 で はな い 。1998 ・99 年 の学習

指導要領改訂 に対 し て 、学力低下批判が 起 き 、 文

部科学省 は制度的に は ゆ と り教育 を維持 した まま、

他方 で 学 力向上策 を進 め る と い う二 重 構造 を取 る

よ う に な る 。 OECD の PISA 　2003の結果を き っ か

けに して それ に 終止 符が 打 た れ、2007 年 4 月 に は

「全 国学力 ・学習状況調査 」を実施 、 2008年に はゆ

と り教育 の転 換 を打 ち 出 した 改訂学習 指導要領 が

告示 さ れ る こ と に な っ て い る 。 カ リキ ュ ラ ム 研究

の動向は、 こ うした 政策動 向を敏感 に反映 し て い

る と い えよ う。

　 こ の よ うな 「統合か ら分化 へ 」「総合か ら教科へ 」

と い う振 り子 の動 き の 一方で 、教科 の 枠組み は残

した ま ま、あ る種 の 「統合」 を、能力目標に お い

て 具体化 し よ う とす る理 論 ・実践 もみ られ る よ う

に な っ て きた 。例 えば、PISA の 結果 を受 けて 、教

科横 断的 に 「読 解力 」 （読解 リテ ラ シ ー）を向上 さ

せ よ う と い う政策 や そ れ を先 導す る実践 （横 浜国

立 大 学教 育 人 間科 学 部 附属 横 浜 中学 校 FY プ ロ

ジ ェ ク ト、2006）が 展開され て い るの は 、そ の
一

例 で ある 。

　 も っ と も 、 こ う した能力 目標 は、す で に PISA

が話題 に な る以前 か ら、PISA と は独 立 に 追 求 さ

れ て きた も の で もあ っ た （例 え ば 、 中野 、 1999）。

なか で も、教 科領 域 をこ えて 機 能 し、学校外 生活

で も求 め られ る よ うな
一

般 的能力 （思考技能 、 情

報処理 ・活用能力 、 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 能力 、他

者 と協働 す る 力、精神 の 習慣 ）を 、 教科 内容 とは

別 に 「ス タ ン ダー ド」 と して組 織 しようと す る マ

ル ザーノ （R ．J．　Marzano ）らの 研究 に 関心 が 向 け

ら れ て い る （中野 、2000；岡本、2001 ；石 井、

2007）。 た だ し、こ うした能 力 目標 を、教科内容 と

切 り離 して教 え る べ きか 、教科学習 の な か に埋 め

込 ん で 教 え る べ き か に つ い て は 、ま だ 議論 が 定

ま っ て い な い
。

　 一方 で 、情 報化社会 、新 自由主義 的グ n 一バ ル

化 社会 に お い て 「力 」の 育 成 を強調 す る教育論が

蔓 延 し て い る状況 に 対 し、メ デ ィ ア 論 （今井 、2006）

や関係論 （岩 川、2005）か らの 批判や 概念 の 脱構

築 も行 わ れ て い る。岩川 （2005） は、オ ル ターナ

テ ィ ヴ と して の 「力 」の性 格 を、  具体 的文脈 に

表 れ る、  自分 の も の に な る プ ロ セ ス を も つ
、  

他者 と の関係や場 の な か で 成立す る
、   固有 の 経

緯 や 物語 を もつ 、  他者 の エ ン パ ワ ー と場 へ の イ

ン パ ク トに つ な が る 、 の 5点に 整理 し て い る が 、

こ れ は能力 目標 へ の 批判 的視点 と し て も有効 で あ

ろ う。

（2）カ リキ ュ ラ ム の 分節化

　
一 学校 段階間の 接続 一

　 カ リキ ュ ラ ム の ヨ コ の 区切 りと つ な が りの 変化

と同様 に 、 タ テ の 区切 り と つ な が りで あ る 「分節

化」 に つ い て も、 こ の 約十年 の 間 に 大 きな変化が

み られ た 。

　 分節化 の 問題 は、学校段 階 の 違 い に よ っ て 「幼

小連携 」「小 中接 続」 「中高
一

貫」「高大 接続」 「学

校 か ら仕事 へ の移行 （school 　to　work ）」と い っ た

表現 で 呼ば れ て お り、そ の 問題 の 様相 も多様で あ

る 。 「幼小連携」で は、90年代後半か ら報告 され る
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よ うに な っ た小学校 1年生 に お け る学校生活 へ の

不適 応 の 問題 （い わ ゆ る 「小
一

プ ロ ブ レ ム 」）を背

景 に 、 幼稚園 と小 学校 との連携が謳 わ れ （秋田 ほ

か 、2002）、「小 中接続 」 で は思春期 の 早期化 に あ

わ せ て カ リキ ュ ラ ム 上 の 区切 りを再 考す る こ と な

どが提 案 されて い る （安彦、2004）。「中高
一

貫」

は最 も制度 的 な整備が 進 ん で お り、 連携型 、 併設

型 、

一貫型 と い っ た形 態が ある。70年代半 ば以降

の 高校の 準 義務化、近年の 少子化 に よ っ て 高校入

試が 選抜の 意 味 を もち に くくな っ た こ と、2002年

度か らの 学校 週 5 日制 の 完全実施 に よ っ て 、中 ・

高の 教育 内容 の重 複 を な くし 、 よ り効率的な カ リ

キ ュ ラ ム 編成 を行 う必要 が生 まれた こ とな どが 、

そ の 背景 に ある 。 と りわ け併設型 や
一

貫型で は 、

学年の 分節化 の 組 み替 え （2 − 2 − 2 制 な ど） を

伴 っ た カ リキ ュ ラ ム の 再編成 が行 われ て い る （安

藤 、 2005）。 「高大 接続」に は 、 「中高
一貫」と共通

の 問題 が よ り先鋭 的 なか たち で 現 れ て い る 。 こ の

約十年間に 大学 ・短 大進学率 は、45，2％ （1995年

度）か ら 53．7％ （2007 年度）へ と上 昇 した 。 荒井

（2005） は、小 ・中、高校、大学 ・短 大 へ と学校段

階が 上 が る に つ れ て 進学率が 減少す る 「ピ ラ ミ ッ

ド型 」の 学校 シ ス テ ム は 、将来、学校段 階が 上 が っ

て も進学率が あ ま り減少 しな い 「長 方形型」 に 近

づ い て い くと し、従 来 の 入試選抜 に 替わ る 新 し い

接続形態 を考 え る こ とが 必要 に な っ た と い う 。 高

大接続 は入 試 の 再 考 に と どま らず、入 試 の 多様

化 ・科 目数減少 や 新課程の 実施 に 伴 う大学生 の 「学

力低 下」に対 す る大学側 の カ リキ ュ ラ ム 改革 とし

て 、リ メ デ ィ ア ル 教 育 （補 習教 育）、初 年次教育 （濱

名 ・川嶋 、
2006 ；山田 、

2005）な ど を生 み出 し て

い る 。

　最後 の 「学 校 か ら仕 事 へ の 移 行 （school 　 to

work ）」は、異 な る学校 段階間 の 区切 りとつ なが り

の 問題 を超 えて い る の で 、
こ こ に 含 め る の は ふ さ

わ し くな い か もしれ ない 。 だが 、90年代以 降 「学

校経由の 就職」が 後退 す るな か で 、「教育の 職業的

意義 （レ リバ ン ス ）」 （本 田、2005） が あ らた め て

重要性 を帯 びて き て い る こ とは、カ リキ ュ ラ ム理

論 ・ 実践 の動 向と して 注 目され る 。 職業世界で 要

求 され る能力 （コ ン ピテ ン シ ー） をそ の ま ま学校

教育の 目標 に す え て カ リキ ュ ラ ム 開発 を行お う と

す る研 究 （二 宮 ほ か 、2005 ；小方、 2001） もみ ら

れ るが 、 逆 に 学校に お い て 職業や 働 くこ との 意味

を批判 的 に 問い 直 させ る よ うな理論 ・実践 （例 え

ば、熊沢、1998 ；八 木 ・水 原、2006） も求 め られ

よ う。

　 こ の よ うに 、 分節化の 問題 の と ら え方は 、 学校

段 階の 違 い に よ っ て 多様 だ が 、共通 す る 主要 な関

心 は 、 段階間の 接続 と移行 を い か に 「滑 らか」 に

行 うか に あ る よ うに み え る。 しか し、学 習 は単 に

連続 的 に積 み重 ね られ て い くべ き もの で は な い
。

子 どもや 若者 の成長 に と っ て は 、 非連続性 に お い

て 、 こ れ ま で 学ん で きた こ と を新 し い 状況 に 合 わ

せ て 再編成す る （unlearn ：学び ほ ぐす ）経験 も必

要で ある （子安 、2006 ；松 下、2006）。 そ うした経

験 を どう支援す るか と い う観 点 か ら の 分節 化論が

期待 さ れ る 。

4 ．カ リキ ュ ラ ム の 評価 と マ ネ ジ メ ン ト

　 カ リキ ュ ラ ム 研究 の 動 向 と して 第三 に あげ られ

るの は、カ リキ ュ ラ ム の評価 と マ ネ ジメ ン トの 比

重が増 した こ と で ある。

　 この 約十年の 間に 、IEA の TIMSS 　1995・1999・

2003、OECD の PISA 　2000 ・2003 ・2006 と
、 学力

（リテ ラ シ ー）に 関す る国際比較 調査が 立 て 続 けに

実施 さ れ 、 結果 が 公 表 さ れ て き た 。 な か で も 、

PISA 　2003 の 影響 は大 き く、 3 で 述 べ た よ うに、

教育 内容 の 統合 か ら分化 へ の 方針転換 の 直 接の 引

き金 に な る と同時 に 、教 科横 断的 な能力 目標 と い

う考 え方 ももた らす こ と に な っ た 。 国際比 較調査

が こ れ ほ ど頻繁 に 行 わ れ 、 また 、過去 に比 べ て は

るか に大 き な社会 的関心 や 影響 を引 き起 こす よ う

にな っ た 背景 に は、グ U 一バ ル 化や ス タ ン ダー
ド

化 の 進 展 とあわ せ て 「NPM 型 ガ バ ナ ン ス 」 （大

桃 、
2007）の 浸透が あ る 。

　 NPM （New 　Public　Management ）と は 、公的

部 門 に民 間企 業の 経営理 論 ・手 法 を導入 しよ うと

い う新 し い 公 共 経 営 の 考 え方 で あ る 。 「PDCA

（Plan−Do −Check −Act）サ イ ク ル 」は そ の 手法の
一

つ で あ り、計画 し、実行 し、評価 し、改善 に向 け

て 行動 す る と い うそ の プ ロ セ ス の 考 え方 は、タ イ

ラ
ー以来の カ リキ ュ ラ ム の 「開発」理論 とも きわ

め て 親和性が 高 い
。 工 学 的モ デル と経営学 的モ デ

ル の結合で ある 。

　 国際比較 調査 は、 マ ク ロ レ ベ ル の カ リキ ュ ラ ム

（学習指導要領 ・教科書な ど） の 成否 を 、 学 力 （リ

テ ラ シ ー） と い う指標 に よ っ て 評 価 し よ うとす る

も の で あ るが 、 学校 ご と の カ リ キ ュ ラ ム に つ い て

も、同様 の 手法が と られ る ように な っ て きた 。 こ
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うした実践 を先 導 す る役 割 を果 たす の が、カ リ

キ ュ ラ ム ・マ ネ ジメ ン トに 関す る研究 （中留 ・田

村、2004 ；田 中、2005 ；田 中、2006）で ある 。

　 カ リキ ュ ラ ム ・マ ネ ジメ ン ト とは、「各教科の 単

元の教育内容 の マ ネ ジメ ン ト （運営） の み で は な

く、それ を含め て 、学校全体の トータ ル なカ リキ ュ

ラ ム を 、 教 育目標 の 達成 に 向 け て 動か し て い く（機

能させ て い く） こ と」 （中留 ・田村、 2004、10 頁 ）

と され る 。
2005 年 10 月の 中教審答申「新 し い 時代

の 義務教育 を創 造す る」は、「国の 責任 に よるイ ン

プ ッ ト （目標設 定 と そ の 実現 の た め の 基盤整備）

を土 台に して 、プ ロ セ ス （実 施過程） は市区町村

や 学校が 担 い
、 ア ウ トカ ム （教育の 結果）を国 の

責任で検証 し、質 を保証 す る教育シ ス テ ム へ の 転

換」 を謳 っ て い る 。 さ ら に 、「学校は 、自主性 ・自

律性の確立 の た め 、 権限 と責任を持つ と と もに 、

保護者 ・住民 の 参画 と評価で 透明性 を高め説明責

任を果た す シ ス テ ム を確立 す る」とさ れ 、 「教育課

程 の編成」 に もか な りの 裁量 が与 え られて い る。

こ れ ら は い ずれ も NPM 型 ガ バ ナ ン ス の 特 徴 で

ある 。 カ リキ ュ ラ ム ・マ ネ ジ メ ン トは、「総 合的 な

学習 の 時間」 や 「特色 あ る 学校づ く り」の な か で 、
一

部の学校 で は以 前か ら取 り入 れ られ て い た が 、

こ の 答申に よ っ て 、義務教育 学校 全体 に 広が る こ

とに な っ た 。

　 〈目標〉 は学習指 導 要領 に お い て 「到達 目標」 と

して明確化 し 、 そ の 〈評 価〉 は 「全国学力 ・学習

状況調査」や学校評 価 で行 い
、 そ の 間を つ な ぐく達

成〉の プ ロ セ ス を各 学校 に 担わ せ、PDCA に よ っ

て た えず改善 さ せ る 。 「開発」パ ラダイ ム は転換す

る ど こ ろ か 、経 営学 的 モ デル と結び つ き 、 制度化

され て、か つ て な い ほ ど広 く深 く浸透 し て い る 。

　 そ の 一方で 、 こ の メ イ ン ス トリ
ーム に対す る オ

ル ターナ テ ィ ヴ の 模 索 も行わ れて い る 。 カ リキ ュ

ラ ム 研究 と して最 も注 目され る取 り組み の
一

つ が 、

福井大学教育地域 科学部 附属 中学校 （1999、2004、

2007）の 実践 と理 論 で ある 。 福井大附中の 教育実

践 は、〈発意一構想 一構築一表現一省察〉とい うサ

イ ク ル に よ っ て 表現 され る 。 PDCA が 学校経営 や

教 師の指導 の プ ロ セ ス で あ るの に対 し 、 このサ イ

ク ル は子 ど もた ち の 学習 活動 の プ ロ セ ス で ある 。

ま た 、 PDCA が も と は経営学 用語 で あ る の に 対

し、 こ の サ イ ク ル は、伊 那小学校 な どの プ ロ ジ ェ

ク ト型 の 実践 を理論 化 す る こ とで 生 み 出 された も

の で ある （柳 澤、 1995）。

　 こ の サ イ クル は、 1単元 に とどま らず、ス パ イ

ラ ル で 繰 り返 され て 1年間、さ ら に は 3年間 の ロ

ン グス パ ン の学習活動 を形 づ くる 。 また 、教科だ

け で な く総合学習 に お い て も、 こ の サ イ ク ル に

よ っ て カ リキ ュ ラ ム と授業が デザ イ ン され る 。

一

方 、各教科の 固有性 は、そ れ ぞ れ の 教科 の 学 び の

本質を言 い 表 した 「核 と な る学び」 に 表現 さ れ て

い る （例 え ば、社会 「多様 な視 点 を 通 し て 社会 を

見 つ め合 い
、 自己 を問 い 直す」、 数学厂関係を探 り

構造 を つ か む」な ど）。 こ れ は、教科 の 最 も高 次の

目標 と い っ て よ い だ ろ う。 学習活動 は 、
こ の

一
般

的 な 目標 の もとで 前述 の サ イ ク ル に そ っ て展 開 し

て い くの で 、下位目標が リス ト化 され る こ と は な

い
。

　評 価は、 こ うした形 で 行わ れ る探究の 質 を 、生

徒た ち の表現 （発言 、 作品・レ ポー
ト、実演な ど）

を通 し て 、探究の
一

場面 か ら ロ ン グス パ ン の 学 習

活動 まで 重層的 に プ ロ セ ス 評価す る こ と に よ っ て

な され る。評価 に お い て は、教 師が
一

人 ひ と りの

生徒 の 固有名 の 学 び を浮 か び 上 が ら せ なが ら 「記

録」す る こ と 、 記録 をつ ない で 「物 語」を描 くこ

と 、そ の 物語に っ い て 「対話」す る こ と で 意味の

共 同生 成 を行 う こ とが 重 視 され て い る （松木、

2004）。

　福井大附中の 実践 は 、
い くつ か の特殊な条件 （国

立大 学附属 中で ある こ と、大 学 と の 長 期 に わ た る

協働研究 な ど） と強 い 探究志向 ・プ ロ ジ ェ ク ト志

向の 学校文化 の もとで行 わ れ て お り、異 なる 条件

と文 化 の もとで どん なオル ターナ テ ィ ヴが 可能 な

の か は、さ ら に検討 を要 す る 。 な お 、同様の オ ル

タ
ー

ナ テ ィ ヴの模索 と して 、 こ の十 年間に精 力的

に 取 り組 まれ て きた も の に 、佐藤学 を 中心 とす る

「学 びの 共同体」の 実践 と 理 論が ある が
、

そ の 検討

は 「学校研 究の 現在」 に ゆ だ ね た い
。

5 ．お わ りに

　　 　力 1丿キ ュ ラ ム 研 究の ゆ くえ
一

　 1975年 に刊行 され た、文部省 と OECD −CERI の

「カ リ キ ュ ラ ム 開発 に 関す る 国際 セ ミナ ー」の 報告

書 『カ リキ ュ ラ ム 開発の課題 』を い ま読み返 す と、

現在 に い た る カ リキ ュ ラ ム 研 究 の 方 向性が か な り

の 程 度先取 りされ て い た こ と に 気づ か され る 。 そ

れ は、「工 学 的接 近」と 「羅生 門的接 近」と い う競

合 す る モ デ ル で あ り、〈顕在 的
一

潜在的〉と い うカ

リキ ュ ラ ム の次元 で あ り、「学校 に 基 礎 をお くカ リ
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キ ュ ラ ム 開発 （schoQ1 −based　curriculum 　develop −

ment 二 SBCD ）」で ある 。

　「工 学的接近」は
、

70・80 年代 に は さ ま ざ ま な 批

判 を受 けた も の の 、 90年代以降 、 経営学 的 モ デ ル

と結び っ い て 、メ イ ン ス トリーム の 地位 を確 か な

もの に して い る よ うに み える 。

一
方 、「羅 生門的接

近」 は 、ポス トモ ダニ ズム の カ リキ ュ ラ ム 研 究に

よ っ て理 論 的 に は豊饒さ を増 したが 、今 なお 少数

者 の 位置 に と ど ま っ て い る 。 こ の 約十年の 間 に、

「実践 さ れ る カ リキ ュ ラ ム 」や 「経験 され る カ リ

キ ュ ラ ム 」 を対象 に す えた 、カ リキ ュ ラ ム の 質的

研 究 （参与観察 、 ア ク シ ョ ン リサ ーチ ） は多 く行

われ る よ うに な っ た。 しか しなが ら、タイ ラ ー原

理 や PDCA サ イ ク ル に 対 抗 し う る よ うな カ リ

キ ュ ラ ム ・デザ イ ン の フ レ ーム ワ ー
ク の提 案 に は

ま だ い た っ て い な い
。

　今回 、カ リキ ュ ラ ム 研究の動向を レ ビ ュ
ー

して

あ らた め て 感 じた の は、カ リキ ュ ラ ム 研 究が 政策

の 勤 向の 影響 を受 けや す い 領域で あ る と い う こ と

で あ る。カ リキ ュ ラ ム の統合 と分化 、学校 段階間

の 接続 、カ リキ ュ ラ ム ・マ ネジ メ ン トな ど 、
い ず

れ に お い て も、そ の 背後 に は さ まざ まな答 申や学

習指 導要領 の 改訂 が あ る。 また、カ リキ ュ ラ ム の

く顕在的
一

潜在的〉と い う次元や カ リ キ ュ ラ ム の重

層性 と い う見 方 は カ リキ ュ ラ ム研 究 の 射程 を拡大

した
一

方で 、教育政策研究、学校研究、授業研究、

評価研 究な ど と の境界を曖昧 に し、 カ リキ ュ ラ ム

研究独 自の 問題 ・概念 ・方法 な どを み え に くくも

した 。 さ ら に
、

カ リキ ュ ラ ム の対象 ン ベ ル で は 、

個別 の 教科教 育研究や各対象領域 の 研 究 と も融合

し て い る 。

　 実践 と深 く関わ りなが ら、自立性 を失 わ ない 理

論 の 言語を紡 ぎ出す こ と 。 そ の よ うな ス タ ン ス が 、

こ れか らの カ リキ ュ ラ ム 研究 に は い っ そ う求 め ら

れ るだ ろ う。
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